
入 札 説 明 書 
 

 この入札説明書は、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「政令」という。）、

会計法令、日南町病院事業会計規程（平成１７年病院管理規程第１５号）及び日南町財務規

則（平成１８年日南町規則第９号。以下「規則」という。）、本件公告に定めるものの他、

本件に係る入札及び契約に関し、入札者が熟知し、かつ遵守しなければならない一般的事項

を明らかにするものです。 

 

１ 事業内容 

（１）事業名 

   内視鏡システム等売却事業 

（２）仕様 

   別紙「仕様書」のとおり 

（３）履行期間 

   契約の日から１か月以内 

（４）引渡し場所 

   鳥取県日野郡日南町生山５１１番地７ 日南町国民健康保険日南病院  

 

 

 

２ 公告の日 

   令和８年 ５月１９日（火） 

 

 

３ 契約する者 

  鳥取県日野郡日南町生山 511 番地７ 

  日南町国民健康保険日南病院 

  事業管理者 福家 寿樹 

 

 

４ 契約担当部局 

  郵便番号 689-5211  鳥取県日野郡日南町生山 511 番地７ 

  日南町国民健康保険日南病院 事務部総務課 

  電話 0859-82-1235 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 競争入札参加資格 

  入札参加申請日（以下「申請日」という｡）現在において、若しくは（２）以下の全て

の要件を満たすものとする。 

（１）政令第１６７条の４の規定に該当しないものであること。 

（２）引き続き１年以上その営業に従事していること。 

（３）引き続き１年以上その営業について直接国税又は地方税を納付していること。 

（４）営業を継承した場合においては、（２）については、前営業者の従事した期間を通

算し（３）は適用しない。 

（５）（２）による資格は、関係官公署又はこれに準ずるものの証明書を提出しなければ

ならない。 

（６）本件公告の日から本件入札の日の前日までのいずれの日においても、国または地方

公共団体から入札参加資格停止・指名停止の措置を受けていない者であること。 

（７）本件公告の日から本件入札の日の前日までのいずれの日においても、会社更生法及

び民事再生法の規定による更正手続きの開始の申し立てが行われた者（入札参加

資格再認定の手続きを行っているものを除く。）でないこと。 

（８）手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者又は本件の入

札執行目前６か月以内に手形、小切手を不渡りした者でないこと。 

（９）警察当局から、暴力団団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずる者として

国等の調達事案に関し排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。 

（１０）入札に参加しようとする者との間に「特定関係にある会社同士の入札参加制限基

準」に規定する資本関係又は人的関係がある者 

 

 

６ 入札者に要求される事項 

（１）本件一般競争入札に参加を希望する者は、入札参加資格確認申請書（様式第１号。以

下「申請書」という。）及び次に掲げる入札参加資格確認資料、誓約書並びに参考資料

（以下「入札参加資格確認資料等」という。）を作成の上、４の場所に令和８年６月５

日午後５時までに提出し、入札参加資格の確認を受けなければなりません。 

   なお、期限までに申請書及び入札参加資格確認資料等を提出しない者並びに開札の

時において競争入札参加資格がないと認められた者は、本競争入札に参加することが

できません。 

 

○入札参加資格確認資料等（各種様式は用意するが、提出様式は自由とする。） 

 ①競争入札参加資格に係る要件を満たすことが確認できる書面 

 ②誓約書（様式第２号） 

 ③会社概要書（次の内容が記載された書面） 

・会社案内（設立年月日、資本金、本店・支店・営業所等の所在地、従業員数（常勤・

臨時の別、経歴（沿革） 

・業務内容（営業種目） 

・納税証明書 

・印鑑証明書 

 

 

（２）提出部数 

   提出部数は、１部とします。 



 

（３）その他 

 ①申請書及び入札参加資格確認資料等の作成及び提出に係る費用は、提出者負担としま

す。 

 ②提出された申請書及び入札参加資格確認資料等は返却しません。また、提出した者に無

断で本件入札事務以外の用途には使用しません。 

 ③提出期限以降における申請書及び入札参加資格確認資料等の差し替え及び再提出は認

めません。 

 

 

７ 入札及び開札の場所等 

（１）郵送による入札 

   不可とします。 

（２）入札及び開札の日時及び場所 

   令和８年６月１２日（金） 

   日南町国民健康保険日南病院 ３階会議室 午後２時００分 

 

 

８ 契約手続きにおいて使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 

 

９ 入札保証金 

免除とする 

  

 

１０ 業務内容に関する疑義 

      入札説明書、仕様書等に対して疑義がある場合は、４の契約担当部局に説明を求める

ことができます。（様式８号） 

 

 

１１ 入札参加資格の確認等 

（１）入札参加資格の確認 

   ６により提出のあった書類を審査の上、入札参加資格の有無を確認し、その結果につ

いては令和８年６月８日（月）午後５時までに通知します。 

（２）（１）の審査により入札参加資格がないと認められた者は、その理由について日南病

院に対し、次に従い、書面（指定様式）により説明を求めることができます。 

① 提出期限 

令和８年６月１０日（水）正午 

 ②提出場所 

  ４の場所に持参してください。  

（３）日南病院は説明を求められたときは、書面により回答します。 

 

 

 



１２ 入札及び開札 

（１）契約に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の 10パーセントに相当する

額を加算した金額（1円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとし

ます。）をもって契約金額としますので、入札者は消費税に係る課税業者であるか免税

業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 110 分の 100 に相当する金額を入札書

に記載してください。 

（２）入札者は、会計法令、規則、本件公告、仕様書及びこの入札説明書を熟知の上、入札

してください。 

（３）入札後、本件公告、仕様書及びこの入札説明書の不知又は不明を理由として、異議を

申し立てることはできません。 

（４）入札書は、件名及び入札者名を記入し、「入札書」と明記した封筒に入れ密封して、

提出してください。 

（５）入札者は、入札書の記載内容を抹消、訂正又は挿入するときは、当該個所に押印しな

ければなりません。ただし、入札金額は訂正できません。 

（６）入札者は、いったん提出した入札書の書換え、引換え又は撤回をすることはできませ

ん。 

（７）入札に関する行為を代理人に行わせようとするときは、その委任状を提出しなければ

なりません。 

（８）入札書及び委任状の様式は別添のとおりです。 

（９）入札金額の内訳を別添内訳書に記入し入札書と併せて提出すること。 

（10）入札書及び委任状の宛名は「日南町国民健康保険日南病院 事業管理者 福家寿樹」

としてください。 

（11）開札は、入札者又は代理人が立ち会いして行います。ただし、入札者又は代理人が立

ち会わない場合は、この入札事務に関係のない職員を立ち会わせます。 

 

 

１３ その他の入札必要事項 

 （1）代理人又は復代理人により入札する場合は、入札前に委任状（本人の記名、押印と

共に代理人又は復代理人が記名、押印したもの）を提出し、入札書へ本人の記名と共

に代理人又は復代理人が記名、押印すること。 

 （2）一旦提出した入札書の書換え、引換え、又は撤回をすることはできない。 

 （3）予定価格以内の入札をした者がないときは、直ちに再度の入札を１回だけ行う。参

加資格者証の交付を受けた者が１人である場合又は再度の入札者が１人となった場

合においても同様とする。 

 (4) 最高価格の入札をした者を落札者とする。 

(5) 落札者となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに、くじによ

り落札者を決定する。 

 

 

１４ 入札の取りやめ等 

 入札参加者が連合し又は不穏の行動をなす等の場合において入札を公正に執行するこ

とができないと認められるとき又は本院の都合により、入札を延期し若しくは取りやめ

る場合がある。この場合において、入札参加者は異議を申し立てることができない。 

 



 

１５ 入札の無効 

 次の各号のいずれかに該当する入札は無効とする。また、無効の入札をした者は、入札後

直ちに行う再度の入札には参加できない。 

 ア 虚偽又は現況と異なる記載による入札参加申請を行い、入札参加資格を得た者によ

る入札 

 イ 入札に参加する資格を有しない者のした入札 

 ウ 委任状を特参しない代理人のした入札 

 工 明らかに連合によると認められる入札 

 オ 同一事項の入札について他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札 

 カ 郵使、信書便、電報、電話、電子メール又はファックスその他の電気通信（電気通信

事業法第２条第１号に規定する電気通信をいう｡）による入札 

 キ 病院指定の内訳書の提出がない者のした入札 

 ク 以下のいずれかに該当する入札書による入札 

     ・記名押印のない入札書 

     ・入札金額を訂正した入札書 

     ・入札金額が０円、マイナスの金額又は一定の金額をもって価格を表示しない入

札書 

     ・要領を知得することができない入札書 

     ・鉛筆や消せるボールペン等の訂正可能な筆記具で記載された入札書 

     ・代表者印又は代理人印がスタンプ式の印鑑による押印である入札書 

 ケ その他入札に関する条件に違反した入札 

 

 

１６ 契約保証金 

免除とする 

    

 

１７ 契約条件等 

 (1) 落札者は、落札決定後速やかに契約締結すること。 

 （2）落札者は、落札によって得た権利義務を、第三者に譲渡してはならない。 

 （3）契約金額は、入札書に記載された金額（税抜）に消費税及び地方消費税相当額を加

えた額（１円末満は切り捨て）とする。 

 （4）落札者の決定後契約締結までの間に、落札者が５に規定する競争入札参加資格を満

たさなくなった場合又は落札者の入札が１５に規定する入札の無効に該当することが

判明した場合は、契約を締結しないことができるものとする。 

 

 

１８ その他 

  提出された入札参加資格確認資料は返却しない。 

 

 

 



１９ 落札者の決定方法 

  この本件公告に示した業務を履行できると判断した入札者であって最高価格で有効な

入札を行った入札者を落札者とします。 

 

 

２０ 契約書作成の要否 

   要 

 

 

２１ 手続きにおける交渉の有無 

   無 

 

 

２２ その他 

（１）入札終了後、落札者は、課税事業者又は免税事業者であることを明記した届出書を提

出してください。 

（２）開札前に天災その他やむを得ない理由が生じたとき、又は入札に関し不正の行為があ

り、若しくは競争の意志がないと認めるときは、入札の執行を中止し、又は取りやめる

ことがあります。 

（３）本件業務については受注者の業務開始後の履行状況評価を定期的に行うこととして

います。従って履行状況が仕様書に示した基準等と適合しないと認めるときは、作業の

手直し又は業務の改善を指示し、その指示に従わないときには契約を解除するものと

します。 

（４）本件入札参加資格確認に係る事項及び提出された資料の内容について後日事実と反

することが判明した場合は、契約を解除するものとします。 

 

 


